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・携帯端末からの簡単な操作

を特徴とするシステムの開発を行ったので報告する。

），光ファイバ

セレクタ（FS），制御部からなる測定部と，光ケーブル工事を行

う作業者が携帯する入出力端末から構成される。測定部の制御

部は公衆回線を介して携帯端末と接続され，作業者は測定器類

と遠く離れた作業場所で操作することが可能となる。OTDRか

ら出力停

部は公U ケーブルに接続される。𤄃では光ケーブル内の指定された心線に試験光を自動で切り替える。

探索といった工事の支援を目的としたシステムであり，作業者
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の際，接続作業が正常に行われたかを確認するために，接続点の

損失値の測定を行う。図3に接続作業支援のフローを示す。

接続点の測定を行うには接続点情報として，接続点種類（融

着，MT，単心），損失判定値，反射判定値，接続点の位置，位置

の誤差等を入力する（図4参照）。その情報を基にまずOTDRで

接続前のケーブルの状態を測定し，ケーブルの終端の位置を確
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